『大惣本目録』の刊行について by unknown
Title『大惣本目録』の刊行について
Author(s)
















































































































?? ?????????ー 『? 『 ?
??
（?
（?
（?
（?
（
（32）医書
（33）西鶴・八文字屋本
（34）　写本台帳
（35）　版本台帳
分類の項目は以上ですべてではなく，ひきつづ
き例えば，「有職」，「仏書」，「経典及詩文」，「奇
談・怪談・故事」，「芝居物」，「吉原物」など古典
籍から庶民生活の末端にいたるまで広範な内容を
しめして，「俳書」，「連歌」，「追加」で終る。貸
本屋の商品ということでは大衆的な内容のものを
主体としていたには違いなかろうが，それでもこ
の時代の文化全体にかかわる「江戸のエンサイク
ロペディア」ともいっていい充実ぶりを示してい
るのがお判りいただけるだろう。
明治32年以降，きわめて簡略に記入された目録
が作成されているが，これは書庫における所在を
示すシェルフリスト的な役割りのものにすぎなか
った。「大惣本」と呼ばれるもののコレクション
としての価値はどうであるのか，ある書籍のそれ
ぞれの版本が江戸と上方に別れていた版元とどの
ようなかかわりをもって出版されたのか，もしわ
かればある一冊の書籍がどのような経緯で「大惣
本」に加えられることになったのか，その価格は
いかほどであったのか，「大惣本」のなかにはか
なりの数の写本の存在が知られているが，それら
は大惣による収書の過程で偶然の結果として集っ
たものなのか，コレクションの内容を充実させる
ため，意図的に写本を試みたものなのか，あるい
はよく知られた異版との比較，書き込み等の指摘
など一こういった出版史的な泣）るいは書誌学的
な観点から，この貴重な文献群に対応することは
創設期にあって多忙をきわめた附属図書館には望
むべくもない作業であったにちがいない。従って，
昭和60年度から試みられた「大惣本」の調査，研
究にあたっては，できるだけこの、ような諸点を補
い，書誌学的な観点からの校訂，補註につとめた。
書名の単なる羅列ではなく，調査と研究を通じて
えられた書誌学的考察が加えられてきた。近くこ
の目録『京都大学蔵　大惣本目録』第一分冊（「随
筆」から「写本随筆追加」まで約1，230冊所収）
が刊行きれる予定である。
大量文献情報遡及変換入力システム研究会が
開かれる
現在，主として七大学が，共同で行っている
科学研究費（試験研究）による「大量文献情報遡
及変換入力システムの高度化に関する研究」の一
環として標記研究会が下記により行われた。
　　　　　　記
日時：昭和62年12月23日（水）～24日（木）
場所：京都大学附属図書館及び大型計算機セン
　　ター
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